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カーであるBAPとの間の値と比し、全ての骨吸収マーカーにおいて有意に高値であつた。骨形成／骨吸収マー
カー比であるPINP／DPD、PINP／PYD、BAP／PYDは、骨塩変化量と正相関を認めたが、OC／骨吸収マーカー比は
相関を認めなかった。骨塩変化量3群分けによる骨形成マーカー値の群間比較では、PINP、OCはBAPに比し、
有意な群間差を認めた。PINPは同じ骨形成マーカーであるBAPやOCに比し、橈骨骨塩量変化の予測に、より
有用であった。その理由としてHD操作でのPINPの安定性、また肝代謝であることから腎機能低下の影響を受
けにくいことが考えられた。 
以上より、血清PINPはHD患者の骨形成状態を良好に反映するマーカーと結論した。 
 以上の研究結果は、血液透析患者における骨代謝病態の研究に貢献するものであり、博士（医学）の学位を
授与されるに値するものと判定された。 
